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１．全体スケジュールについて
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令和８年度 令和
９年度4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総合交通
戦略策定

交通政策
検討委員会

１ 全体スケジュールについて

◇令和７年度

 松本市パーソントリップ調査の実施、調査結果の整理（マスターデータ整備）

 ABS（アクティビティ・ベースド・シミュレーション）の準備

 プローブデータ等の既存データの収集、整理

◇令和８年度

 次期総合交通戦略の検討、策定

（交通政策検討委員会：4回程度開催を予定）

（策定）（パブコメ案）

データ分析
・将来予測①

データ現況
・将来予測②

現戦略の
検証

目標・施策検討
次期戦略
（案）作成

パブ
コメ

修正
印刷
製本

今年度

■令和８年度のスケジュール（案） ※現時点の想定
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた
検討の進め方について
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討の進め方について

（１）総合交通戦略（現行計画）について

◇現行計画について

 平成２７年度に策定。

 目標年次・計画期間を令和７年度までの１０年間に設定。

 概ね中間年に当たる令和３年度に現計画へ改訂（主に施策の見直し）。

■目次構成

第１ 計画の概要

第２ 松本市の現状と今後の見通し

１ 関連計画など
２ 都市の現状と今後の見通し
３ 交通の現状と今後の見通し
４ 松本市の課題

第３ 総合交通戦略の目指す将来像

１ 新しい目標の設定
２ 将来の暮らしのイメージ（将来像）

第４ 交通政策の方向性と施策展開

１ 交通政策の方向性
２ 目標を実現するための施策・事業

第５ 総合交通戦略の推進に向けて

１ 進行管理の考え方
２ 成果指標
３ 推進体制
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討の進め方について

（１）総合交通戦略（現行計画）について

◇現行計画の流れ

 現行計画は、現状分析から課題を整理し、課題を踏まえた目指す将来像を設定した上で、

その実現に向けた施策を検討する「フォアキャスト型（現状延長型／予測型アプローチ）」の

考え方に基づき策定。

 前回委員会時も「ペルソナ分析（具体の市民像）を通じて松本市の10年後の将来像を描き、

そこに向けて必要な戦略や施策を検討する」としていた。

フ
ォ
ア
キ
ャ
ス
ト
型
の
例

現状分析

現状と今後の課題

目指す将来像

実現に向けた施策

例）後期高齢者、学生、子育て世代など具体の市民像を想定し、
現在、どのような生活をしているか 等

例）学生は、平日は徒歩や公共交通で学校等に通学しているが、
休日は部活や塾など親の送迎で自動車移動がほとんど。

⇒課題：学生が送迎に頼らず移動できる環境が必要

例）人を中心とした交通体系／自動車依存からの転換／多様な
交通手段の最適活用／交通と都市の一体的推進 等

例）公共交通の利便性向上、シェアサイクルの普及、自転車・
歩行空間の充実 等
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討の進め方について

（２）次期総合交通戦略の考え方について

◇バックキャスト型（目標指向型・逆算型）の検討

 フォアキャスト型の検討の場合、現状やトレンドを最初に踏まえるため、現実的な計画、

施策であるものの現状の延長になりやすい。

 人口減少、後期高齢者の急速な増加、中心市街地の動向、公共交通の運転手不足など、近

年の市を取り巻く様々な社会動向の変化を踏まえると、次期総合交通戦略では、将来の望

ましい都市や交通の姿を設定し、そこから必要な交通体系や施策を逆算して検討する

「バックキャスト型（目標指向型・逆算型）」の考え方を取り入れて検討を進めてはどうか。

目指す将来都市・交通ビジョン

将来の望ましい交通体系

現状分析・課題（ギャップ）

実現に向けた交通施策
・ロードマップ

例）公共交通中心の都市、誰もが移動しやすい交通環境、脱炭
素型交通体系 等

例）公共交通ネットワーク（鉄道＋バス＋デマンド）、交通結
節点、歩行者・自転車環境、新交通サービス 等

例）公共交通利用率の低さ、自動車依存、交通空白地域、高齢
者の移動手段不足 等

例）公共交通の利便性向上、交通結節点整備、シェアサイクル
の普及、交通需要マネジメントの推進 等

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
型
の
例
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討の進め方について

（２）次期総合交通戦略の考え方について

◇フォアキャスト型とバックキャスト型の比較

 分かりやすい一例として「目標や課題の設定」の違いが挙げられる。

フォアキャスト型（現行計画） バックキャスト型

目標の作り方 目標＝現状＋α 目標＝理想－現状

目標の出発点 現状 理想

目標値の性格 現実的・実現性を重視 意欲的・目指す姿を重視

KPIの例 公共交通分担率
現状：５％ ⇒ 目標：６％

公共交通中心都市を目指す
⇒理想の将来像の公共交通分担率の
水準は１５％
⇒現状は５％、５年後は８％、10年
後は１０％を目標
⇒そのために必要な施策は・・

課題の設定方法 現状や今後の見通しから設定 理想との差（ギャップ）から設定
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２ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討の進め方について

（３）目次構成（案）

■目次構成

第１ 計画の概要

第２ 松本市の現状と今後の見通し

１ 関連計画など
２ 都市の現状と今後の見通し
３ 交通の現状と今後の見通し
４ 松本市の課題

第３ 総合交通戦略の目指す将来像

１ 新しい目標の設定
２ 将来の暮らしのイメージ（将来像）

第４ 交通政策の方向性と施策展開

１ 交通政策の方向性
２ 目標を実現するための施策・事業

第５ 総合交通戦略の推進に向けて

１ 進行管理の考え方
２ 成果指標
３ 推進体制

現行計画

■目次構成（案）

第１ 計画の概要

・策定の目的、主旨、位置づけ
・バックキャスト型アプローチの考え方 など

第２ 将来都市像と交通の役割

・目指す将来像
・交通の役割
・役割を実現するための交通の姿、目標値

第３ 現状と課題

・現状分析
・目指す姿と現状の比較（ギャップ）
・課題

第４ 戦略と施策

・シナリオ
・取組みの戦略（パッケージ）
・具体の施策
・KPI

第５ 推進体制、進捗管理

・推進体制
・モニタリングと見直し

次期計画（案） ※例
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３ 上位関連計画等を踏まえた
将来都市像（素案）について
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（１）上位関連計画等について

◇総合交通戦略の位置づけ

 松本市における交通に関する全体計画として位置づけ

■上位計画

✓ 総合計画（第12次基本計画） ※R7年度末策定予定

■関連計画

✓ 松本市都市計画マスタープラン ※R4.3策定
✓ 松本市中心市街地再設計検討会議からの提言 ※R7.3

（「えきしろ空間活性協議会」「駅まち空間デザイン検討会議」）



12

３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（２）上位関連計画等における将来像について

◇総合計画（第12次基本計画） ※案

■目指すまちの姿

・松本の地域特性を最大限生かした循環型社会
・一人ひとりが豊かさと幸せを実感できるまち

■基本施策と目標 ※交通関連

基本施策 目標（目指す姿） キーワード

5-2
中心市街地の再活性

快適なパブリックスペースと交通利便性を備え、多くの
人が様々な目的を持って集う、中心市街地の活性化を目
指します。

• ウォーカブルなまちづくり
• 徒歩・自転車・公共交通による移動の促進
• 公共交通の利便性向上
• シームレスな交通体系

5-3
地域交通ネットワーク
の拡充

地域交通ネットワークの維持・拡充のために、行政、民
間事業者、市民が連携を図り、移動手段に困ることのな
いまちを目指します。

• 地域特性に応じた最適な交通サービスの構築
• エビデンスに基づく地域交通の最適化
• 自家用自動車依存からの転換

5-4
自転車活用先進都市の
実現

自転車利用環境の整備を促進し、自転車を気軽で快適に
利用できるまちを目指します。

• 車以外の移動手段への転換
• 安全で快適な自転車通行空間のネットワーク化や
駐輪環境の整備

• ゼロカーボンシティの実現

5-5
交通需要に即した
道路整備

社会情勢の変化や事業の実現性を踏まえ、需要に即した
道路整備を推進し、安全・安心かつ利便性の高い快適な
住みよいまちを目指します。

• 自動車の総量抑制が長期的な課題
• 交通渋滞の対策

5-6
広域交通網の整備推進

道路・空港・鉄道の着実な整備と機能強化を推進し、広
域交通網を活かした観光促進、交流人口の増加等の地域
経済の発展を目指します。

• 広域道路ネットワークの整備促進
• 鉄道各線の改良と利便性向上の推進
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（２）上位関連計画等における将来像について

◇松本市都市計画マスタープラン

■将来都市像

・ゆとりと活気にあふれる、自然共生都市
・「住む人」と「訪れる人」にとって魅力と活力にあふれる都市
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（２）上位関連計画等における将来像について

◇松本市中心市街地再設計検討会議からの提言

■中核エリアの再設計で目指すもの

・「パブリックライフ」の充実、“まち”を使って一人ひとりの生活や人生が豊かになること。
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（２）上位関連計画等における将来像について

◇松本市中心市街地再設計検討会議からの提言

■５つの指針



16

３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（３）現行計画の将来像について

◇将来の暮らしのイメージ（市全体）

 集約と連携（利便性の高いエリアと周辺地域が相互に連携）
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（３）現行計画の将来像について

◇将来の暮らしのイメージ（中心市街地）

 中心市街地では、居住する人や荷捌きなどを除く自動車の通過交通が抑制されるとともに、

徒歩や自転車、公共交通による安全で快適な移動環境となる。

（中心市街地の将来イメージ）

○暮らしのあらゆる目的に応じて、多様な
人たちが集まり、行き交い、賑わう場

○松本都市圏の中心にふさわしい様々な都
市機能が集積・ネットワーク化され、自
動車の通過交通が減り、歩行者、自転車、
公共交通が中心となった交通形態

○誰もが自由で、かつ互いに配慮しながら
移動できる環境

○松本城やアルプスの眺めをはじめとした
松本固有の歴史・文化・芸術・風景に触
れられる場

○松本の中心市街地ならではの豊かな環境
を肌で感じ、楽しみ、誇りを持つ住民が
暮らす場
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（３）現行計画の将来像について

◇将来の暮らしのイメージ（郊外）

 郊外の公共交通が不便なエリア（鉄道駅や主要なバス停まで徒歩で行きづらいエリア）で

は、公共交通が社会基盤として生活を支え、地域ごとの特性に応じた交通手段の適切な役

割分担とそれらをシームレスにつなぐサービスの提供により、各生活拠点へのアクセスを

確保する。

（郊外の将来イメージ）

○緑豊かでゆとりのある住環境と、地域で
支え合う暮らし

○普段の用事は身近な場所を、週末の買物
は中心市街地を利用するなど、目的に応
じて利用する場所や交通手段を選択

○自家用車以外の移動手段が不便な場所で
は公共交通が生活を支え、生活拠点への
アクセスのため、交通手段を適切に選択

○自然を楽しむ趣味などの活動を通じて人
付き合いの輪が広がる環境
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３ 上位関連計画等を踏まえた将来都市像（素案）について

（３）将来都市像（素案）について

◇将来都市像の要素（条件） ※素案

 現行計画や上位関連計画、昨今の市を取り巻く環境をなどを踏まえると、将来都市像（暮

らしや交通の姿）として以下のような要素（条件）が考えられるのではないか。

まちの姿 • 中信エリアの中心、エリアの玄関口として魅力あるまち
• 自動車に頼らなくても豊かに生活できるまち
• 多様なライフスタイルを支えるまち
• 中心市街地で居心地のよい公共空間が広がり、パブリックライフが充実しているまち
• 郊外の暮らしやすい生活圏が形成されているまち
• セロカーボンを目指すまち

くらしの姿 • 若い世代や子育て世帯が住み続けたい魅力ある環境
• 高齢者が安全、安心に暮らし続けられる環境
• 山と文化に囲まれ、歩いて楽しむことのできる環境
• 三ガク都を実感できる充実したくらしのできる環境

交通・移動の姿 • 自家用車を使わなくても、誰もが必要な移動ができる環境
• 様々な移動手段を選択できる環境
• 医療、買物、公共サービスなど生活に必要な日常移動ができる環境
• 健康長寿につながる外出・移動環境
• 来訪者がストレスなくまちを楽しめる移動環境

■将来都市像の要素 ※素案

⇒上記の素案に対して、より重視すべき視点やキーワード、不足している・加えるべ
き・考慮すべき視点、などの観点を中心にご意見、ご議論を頂きたい。


